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小
・
中
学
生

が
対
象
の
阿
波

お
ど
り
教
室
で

す
。
第
�0
回
を

迎
え
た
神
奈
川

大
和
阿
波
お
ど

り
に
参
加
し
た

連
に
よ
る
指
導

で
、
阿
波
お
ど

り
と
鳴
物（
楽

器
）の
演
奏
を
体

験
し
ま
す
。

ͱ

͖
▼
９
月
12
日（
土
）午
前
11
時
～
午
後

１
時

ͱ
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Ζ
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三
機
Ｍみ

ら

い

Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
大
和（
大
和
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
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ର

৅
▼
市
内
在
住
・
在
学
の

小
・
中
学
生

ఆ

һ
▼
先
着
１
０
０
人

࣋
ͪ
෺
▼
動
き
や
す
い
服
装
、
室

内
シ
ュ
ー
ズ

ਃ
͠
ࠐ
Έ
▼
７
月
2�
日（
金
）午
前

９
時
～
８
月
28
日（
金
）午
後
５

時
に
電
話
、
市
Ｌラ

イ

ン

Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式

ア
カ
ウ
ン
ト
で
。

※
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ（
ｔ
ｏ
ｔ

ｏ
）の
助
成
を
受
け
て
開
催
す

る
事
業
で
す
。

スイム
（泳ぎ）

バイク
（自転車）

ラン
（走り）
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ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
指
導
者
や
学
生
か
ら
指

導
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

栄
養
や
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
ボ

デ
ィ
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
な
ど
の
講
義

と
、
体
幹
運
動
、
リ
ズ
ム
運
動
、
バ
ラ
ン
ス

運
動
な
ど
の
実
技
指
導
を
し
ま
す
。

ͱ
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▼
８
月
26
日（
水
）午
前
８
時
～
午
後

５
時

ͱ
͜
Ζ
▼
日
本
体
育
大
学
横
浜
・
健
志
台

キ
ャ
ン
パ
ス（
横
浜
市
青
葉
区
鴨
志
田
町
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２
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※
集
合
・
解
散
は
、
三
機
Ｍみ

ら

い

Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
大
和（
バ
ス
送
迎
）。

ର

৅
▼
小
学
４
年
生
～
中
学
３
年
生（
原

則
、
保
護
者
の
付
き
添
い
は
不
可
）

ఆ

һ
▼
2�
人（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
）
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ਃ
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Έ
▼
８
月
10
日（
月
）ま
で
に
市

Ｌラ

イ

ン

Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申

請
で
。
電
話
で
ス
ポ
ー

ツ
×
ラ
イ
フ
課
へ
も

可
。
結
果
は
、
８
月
1�

日（
金
）に

通
知
し
ま

す
。

第
３
回
や
ま
と
ジ
ュ
ニ
ア
Ｔト

ラ

イ
Ｒ
Ｙ
ア
ス
ロ
ン

子
ど
も
た
ち
の
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
る

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
育
て
る
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ

ン
。今
年
は
対
象
を
拡
大
し
て
開
催
し
ま
す
。

ͱ

͖
▼
10
月
10
日（
土
）午
前
９
時
～
午
後

３
時（
小
雨
決
行
、
悪
天
候
中
止
）

ͱ
͜
Ζ
▼
ガ
イ
ソ
ー
ウ
ォ
ー
タ
ー
パ
ー
ク
引

地
台（
引
地
台
温
水
プ
ー
ル
）、
共
同
カ
イ

テ
ッ
ク
み
ら
い
パ
ー
ク（
引
地
台
公
園
）

ର
৅
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ఆ
һ
▼
①
小
学
１
・
２
年
生
親
子
の

部
／
10
組（
20
人
）、
②
小
学
３
～
６
年
生

の
部
／
各
学
年
�0
人
、
③
中
学
生
の
部
／

男
女
各
1�
人（
い
ず
れ
も
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
）

࣋
ͪ
෺
▼
水
着
、
水
泳
帽
、
ゴ
ー
グ
ル
、
タ

オ
ル
２
枚
、
動
き
や
す
い
服
装
、
運
動
靴
、

自
転
車（
③
は
ス
ポ
ー
ツ
バ
イ
ク
不
可
）、

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト

ਃ
͠
ࠐ
Έ
▼
８
月
22
日（
土
）午
前
10
時
～
�0

日（
日
）午
後
５
時
に
左
の
コ
ー
ド
か
ら
。

※
①
の
ス
イ
ム
は
、保
護
者
は
泳
ぎ
ま
せ
ん
。

バ
イ
ク
は
、保
護
者
は
自
転
車
に
乗
ら
ず
、

子
ど
も
と
並
走
し
ま
す
。
ラ
ン
も
子
ど
も

と
並
走
し
ま
す
。

問
大
和
市
物
価
高
騰
対
策
給
付
金
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
☎（
４
０
４
）９
２
５
４（
月

〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
）

物
価
高
騰
対
策
給
付
金（
市
民
１
人
当
た
り
５
千
円
）の
手
続
き
は
８
月
31
日
ま
で

食
料
品
な
ど
を
は

じ
め
と
す
る
物
価
高

騰
に
よ
る
負
担
増
の

た
め
、
国
の「
物
価

高
騰
対
応
重
点
支
援

地
方
創
生
臨
時
交
付

金
」を
活
用
し
、
１

人
当
た
り
５
，
０
０

０
円
の
物
価
高
騰
対

策
給
付
金
を
現
金
で

支
給
し
て
い
ま
す
。

市
が
口
座
情
報
を
把
握
し
て
い
る
世
帯
主

に
は
、
４
月
に「
支
給
の
お
知
ら
せ
」（
圧
着

は
が
き
）を
送
付
し
、
４
月
ま
た
は
５
月
に

振
り
込
み
ま
し
た
。

「
支
給
確
認
書
」（
黄
色
の
封
筒
）が
届
い
た

か
た
は
、
受
給
す
る
た
め
に
手
続
き
が
必
要

で
す
。

ର

৅
▼「
支
給
確
認
書
」（
黄
色
の
封
筒
）が

届
い
た
か
た
で
申
請
が
お
済
み
で
な
い
か

た（
世
帯
主
宛
て
に
送
付
）

ख
ଓ
͖
ํ
๏
▼
８
月
�1
日（
月
）（
オ
ン
ラ
イ

ン
は
午
後
５
時
ま
で
、郵
送
は
当
日
消
印
）

ま
で
に
オ
ン
ラ
イ
ン
ま
た
は
郵
送
で
。

※
必
要
書
類
の
同
封
を
忘
れ
て
い
る
な
ど
、

手
続
き
の
不
備
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
不

備
が
あ
る
と
支
給
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
手

続
き
の
際
は
、
記
入
や
必
要
書
類
の
漏
れ

が
な
い
か
、
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
不
備

が
あ
る
場
合
は
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
か
ら

電
話
や
手
紙
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
Ｄ
Ｖ
な
ど
を
理
由
に
避
難
さ
れ
て
い
る
か

た
で
、
事
情
に
よ
り
居
住
地
に
住
民
票
を

移
す
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
で
も
、
要
件

を
満
た
せ
ば
給
付
金
を
受
給
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　海老名市、座間市、
綾瀬市、大和市による
県央東部消防指令セン
ターの共同運用が、3
月から開始されました。
四市による広域連携の
取り組みは、本市の最重要施策の一つとして位置付けてお
り、この共同運用は、市民サービスの向上と消防行政の効
果的・効率的な推進に寄与する大きな成果であると捉えて
おります。今後は、災害情報の一元化による応援体制の更
なる充実や、長期的な経費の削減、そして、将来の消防事
務広域化の実現につなげられるよう、四市間の連携を図り
ながら引き続き全力で取り組んでまいります。

　第49回を迎える市
民まつりが、共同カ
イテックみらいパー
ク（引地台公園）で盛
大に開催され、両日合わせて市内外から約16万7,000人
に来場いただきました。会場では多くの出店ブースや参加
型・体験型のイベントコーナーのほか、野外ステージでは
市民団体の演奏やパフォーマンス、子どもたちによるダン
スなどが披露されました。また、特別企画では、市内を通
る鉄道会社の特別ブースや、会場に隣接する引地台中学校
とのコラボイベント、日光さる軍団によるさる回しショー
などもあり、訪れた皆様を大いに楽しませていました。
　日曜日のパレードには、総勢約1,800人が参加。パレー
ド沿道には多くの人が集まり、たくさんの笑顔があふれ、
人と人とのつながりの大切さを改めて実感いたしました。
　大和市がにぎわいあふれるまちとして、持続、向上し続け
ていくためには、市民まつりのように市民のみならず、市外
のかたがたも含めた交流の活性化を図ることが重要です。
これからも、まちの魅力を積極的に発信し、にぎわいを生
み出し、活力あふれる大和市を目指してまいります。

　市民の皆さん、こんにちは。わたしが最近、現地・現
場で体験したことについてお話しいたします。

5月9日・10日
第49回大和市民まつり

4月24日
県央東部消防指令センター運用開始記念式典

“現地現場”へ
～いいね   大和市を目指して～

古谷田力市長の
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